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長

齋

藤

正

志
（
南
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長

齋

藤

祐

一
（
南
S
60
）

同
窓
会
長
挨
拶

校
長
挨
拶

日
頃
よ
り
致
道
館
高
等
学
校
同
窓
会
に
対

し
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
一
三
五
年
、
一
二
六
年
の
歴
史

と
伝
統
を
誇
る
鶴
岡
南
高
等
学
校
と
鶴
岡
北

高
等
学
校
の
歴
史
的
大
統
合
か
ら
早
や
一
年

半
が
経
ち
ま
し
た
。
致
道
館
中
学
校
・
高
等

学
校
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
が
、
母
校
は

二
年
目
を
迎
え
、
第
二
代
齋
藤
祐
一
新
校
長

の
も
と
、
四
月
よ
り
新
体
制
で
学
校
運
営
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
統
合
と
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新

同
窓
会
も
ス
ム
ー
ズ
な
統
合
が
進
ん
で
お

り
、
お
陰
様
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
同
窓
会
に
お
い
て
は
、
統
合
後
課
題
の

検
討
を
重
ね
、
令
和
六
年
七
月
の
第
一
回
総

会
で
新
同
窓
会
の
会
則
の
制
定
、運
営
方
針
、

事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
七
月
五
日
の
第
二

回
総
会
に
お
い
て
令
和
七
年
度
の
活
動
方
針

な
ど
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
盛
大
に
親
睦
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
校
の
基
本
理
念
は
、
自
主
自
立
、
新
し
い

価
値
の
創
造
、社
会
的
使
命
の
遂
行
に
あ
り
、

ま
さ
に
藩
校
致
道
館
か
ら
鶴
岡
南
高
校
、
鶴

岡
北
高
校
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
念
に
従
い
学
校
運
営
は
順

調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
方
も
結
束
し
て
新
校
を
応
援
し

今
年
度
、
縁
あ
っ
て
校
長
を
拝
命
し
、
母

校
の
流
れ
を
く
む
本
校
で
学
校
運
営
の
任
を

担
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
学
校
の

土
台
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

撻
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
の
近
況
に
つ
い
て
少
し
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

致
道
館
中
学
校
は
、
今
年
度
九
十
九
名

の
新
入
生
を
迎
え
、
一
・
二
学
年
の
合
計

一
九
八
名
の
生
徒
が
、
旧
鶴
岡
北
高
等
学
校

の
校
舎
を
活
用
し
な
が
ら
元
気
に
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
様
子
を
見

て
い
る
と
闊
達
で
自
主
性
に
優
れ
、
ど
ん
な

取
り
組
み
に
対
し
て
も
真
剣
に
、
ま
た
、
積

極
的
に
臨
む
姿
勢
に
大
変
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

五
月
末
に
は
、
二
年
生
が
二
泊
三
日
で
関

東
方
面
で
の
研
修
旅
行
を
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。
中
学
校
で
は
教
育
計
画
の
中
で
、
実

は
三
年
生
で
も
う
一
回
、
研
修
旅
行
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
高
一
貫

の
利
点
を
生
か
し
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

で
、
中
学
時
代
に
視
野
を
広
げ
、
時
間
を
か

け
て
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
じ
っ
く
り
考
え
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

致
道
館
高
等
学
校
は
、
今
春
、
旧
鶴
岡
南
・

旧
鶴
岡
北
に
在
籍
し
て
い
た
生
徒
が
、
致
道

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
の
皆
様

か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
十
一
月
発
行
の
同
窓
会
報
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
同
窓
会
の
統
合
に
よ
り
同
一
家
庭
に
複

数
会
報
が
配
布
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
各
世
代
で
広
く
ネ
ッ
ト
環
境
が
整

い
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

身
近
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
試
行
と
し
て
今
号
に
つ
い
て
は
、
過
年

度
を
含
め
維
持
会
費
・
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
に
お
届
す
る
こ
と
と
し
、
発
行
経
費
を

抑
制
し
、
同
窓
会
の
安
定
的
な
運
営
が
図
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

東
京
は
じ
め
各
地
の
同
窓
会
も
体
制
が

整
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
旧
鶴
翔
同

窓
会
長
と
し
て
十
年
、
そ
の
後
足
か
け
二
年

致
道
館
高
校
同
窓
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
新
体
制
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
二
年
目
を
最
後
と

し
て
、
次
世
代
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
致
道
館
高
等
学
校

同
窓
会
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
と

ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
し
て
、
会
長
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

館
高
等
学
校
の
初
め
て
の
卒
業
生
と
し
て
学

び
舎
を
巣
立
っ
た
後
、
二
七
六
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
合
計
八
二
八
名
と
い
う
県
内
公
立

高
等
学
校
で
は
最
大
規
模
の
生
徒
を
有
す
る

学
校
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
で
は
校
内
外
で
の
様
々
な
行
事
や
取

り
組
み
は
「
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
計
画
し

実
施
す
る
」
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

四
月
に
姉
妹
校
で
あ
る
台
北
市
立
建
国
高
級

中
学
の
生
徒
が
来
日
し
た
際
は
、
主
に
二
年

次
生
が
中
心
と
な
っ
て
催
し
を
企
画
し
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
活
動

や
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の

活
動
等
、
生
徒
の
多
岐
に
わ
た
る
活
動
の
様

子
に
つ
い
て
は
、
本
会
報
の
後
述
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

中
高
と
も
文
武
両
面
に
お
い
て
実
力
を
備

え
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
生
徒
達
で
す
。
一
人

一
人
の
可
能
性
を
引
き
出
し
個
性
が
輝
く
よ

う
、
職
員
一
同
、
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
学
校
と
し
て
そ
の
役
目
を
果
た
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
同
窓
会

の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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会　場　アートホテル新潟駅前 出席者　7名

会　場　アートホテル日暮里 出席者　241名

会　場　中村屋旅館 出席者　10名

R6 11.9㊏

R7 7.5㊏

R6 11.9㊏

　致道館高等学校同窓会会長齋藤正志様、同校校長遠
田達浩様など多数の来賓の方々のご列席を賜り、同窓
生、来賓、招待者（非会員）、如松一般参加者の方々
を含め、総勢 241 名の参加を頂き、第 95 回東京鶴翔
同窓会総会・懇親会を開催しました。
　総会の冒頭、坂田会長より来年の第 55 回が東京鶴翔
同窓会としては最後の総会・親睦会となり、翌年以降
は致道館高校の同窓会となることがご報告されました。
　今年は、致道館高校音楽部の皆さんによる致道館高
校の校歌をビデオで鑑賞した後、親睦会がスタートし、
郷土のお酒やワイン、芋煮などの美味しい料理を頂き
ながらじゃんけん&鶴南クイズ大会などを行う頃に
は、参加者の方々もすっかり繋がり一体となり、交流
を深め合いました。そして、応援団による恒例の鶴の
舞からの最後の鶴南校歌斉唱の時には、最高の盛り上
がりを見せました。最後に、来年最後の東京鶴翔同窓
会の実行委員の方々の紹介をして会を閉じました。

　今回は久しぶりに会長の奥様（南S36）芳賀純様、（南
S56）遠見新一、深澤治稔両名にご参加いただき少し
若返った気分で同窓会を開くことができました。
　はじめに（南S34）芳賀会長より植物に興味を持っ
た南高時代のことを織り交ぜたご挨拶を頂きました。
次に幹事が前回の決算などの報告をして、了承されて
おります。又、（南S32）魚住相談役からは挨拶の中で
平均寿命 100 年に近づいて来ている現在の状況などの
話があり、続いて魚住さんの乾杯のご発声で懇親会に
入り割烹旅館の料理をいただきながら旧交を温めるこ
とができました。途中（南S32）山田顧問より CDを
通して致道館高等学校校歌の披露があり歴史の脈々が
感じられる重厚な響きに一同深く感銘を受けたところ
です。又、出席者からはそれぞれの近況や在校時の思
い出などを披露してもらい、最後に（南S34）渡辺氏
から会を閉めていただき、恒例の「山河の姿…」を高
らかに歌い上げて再会を期して散会となりました。

　致道館高校梅津教頭先生、同窓会本部佐藤事務局長にお越しいた
だき、大先輩の皆様の懐かしいお話しや、現状の教育現場の話題に
花が咲いて大変有意義な時間となりました。
　新潟県内には、旧鶴翔同窓会・旧如松同窓会合わせて約 500 名も
の会員がいますが、全員にお知らせするのが難しい状況にあります。
　この記事をご覧になった皆様、是非ともご参加をお待ちしており
ます。参加ご希望の方は同窓会本部にご連絡ください。

致道館
高等学校 新潟同窓会

各地の各地の同窓会
致道館高等学校

致道館
高等学校

東京鶴翔同窓会

北海道同窓会
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会　場　江陽グランドホテル 出席者　22名

R7 8.30㊏

　第 2 回仙台同窓会を本部同窓会会長の齋藤正志
様、事務局長の佐藤守様、致道館高等学校校長の齋
藤祐一様にご臨席いただき、開催しました。講演会
では中目千之様（前山形県医師会会長、中目医院（鶴
岡）前医院長）に「長生きのための生活習慣」の演
題でご講演をいただきました。
　懇親会では、参加者から近況、鶴岡や高校時代の
思い出等のスピーチがあり、大いに盛り上がり、楽
しいひと時を過ごしました。
　在仙の方のご参加をお待ちしております。

致道館
高等学校 仙台同窓会

会　場　北とぴあレストラン「Q
ク ア ド

UAD17」
出席者　会員 79名・来賓 3名

R7 9.28㊐

　「第 71 回総会・閉会の集い」を開催。総会では、東
京如松会を閉会する件・東京致道館同窓会を設立する
件を承認。懇親会では「如松同窓会東京支部・東京如
松会の 73 年の歩み」をまとめた資料を作成し参加者
に配布。スライドショーも行い、過去の総会の様子を
振り返り、参加者の方々にコメントをいただき大いに
盛り上がった。閉会する寂しさの声もある中で、新同
窓会への期待も聞かれ「気品溌溂」の精神で凛として
進みましょう、と大いに盛り上がり和やかな雰囲気の
集いだった。

東京如松会
会　場　山形グランドホテル 出席者　63名

R7 9.10㊌

　致道館高等学校同窓会副会長田中芳昭様、同校校長
齋藤祐一様にご出席いただき、名称を「致道館高等学
校山形同窓会」に変更後第 1回目となる総会・懇親会
を開催しました。役員改選で新会長に鶴南昭和 49 年
卒佐藤政士さんが選任されました。懇親会では記念の
アトラクションを企画し、鶴岡北高を平成 22 年に卒
業した歌手「羽山みずき」さんを特別ゲストにお迎え
し、北高校歌や庄内弁を交えた歌とトークで花を添え
ていただき、時間が過ぎるのを惜しみながら会を閉じ
ました。

致道館
高等学校 山形同窓会

公式LINE▶ 母校や同窓会の最新情報を配信します。
友だち追加をお願いします。

（写真は新会長と羽山みずきさんの祝樽クラッカーの場面）

ホームページ https://www.chidokan.jp/
山形県立致道館高等学校同窓会

致道館高等学校新潟同窓会 R710.26㊐
会場：新潟東映ホテル

東京鶴翔同窓会（ファイナル） R711.8㊏
会場：アートホテル日暮里ラングウッド 2階

詳
細
次
号
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鶴
岡
南
高
等
学
校
「
昭
和
四
十
一
年
卒
・

喜
寿
同
期
会
」
が
令
和
六
年
十
月
七
日
・
八

日
に
湯
野
浜
温
泉
・
竹
屋
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
雨
に
よ
る
羽
越
本
線
の
不
通

は
開
催
前
日
に
な
っ
て
「
い
な
ほ
が
開
通
」

と
い
う
気
を
も
む
中
、
恩
師
・
新
橋
武
先
生

と
同
期
の
仲
間
は
七
十
七
名
。
喜
寿
に
ふ
さ

わ
し
い
人
数
で
し
た
。

阿
部
博
行
実
行
委
員
長
は
挨
拶
で
「
入
学

し
た
昭
和
三
十
八
年
は
「
三
八
豪
雪
」
の
年

で
体
育
館
が
つ
ぶ
れ
て
体
育
の
授
業
が
で
き

な
か
っ
た
」、
そ
し
て
、「
十
二
月
に
は
佐
藤

鉄
治
郎
校
長
先
生
が
自
殺
す
る
と
い
う
非
常

に
衝
撃
的
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
」、
さ
ら

に
「
昭
和
二
十
二
年
度
生
ま
れ
の
我
々
は
人

も
多
く
競
争
も
激
し
い
団
塊
の
世
代
を
生
き

抜
い
て
、
今
日
こ
う
し
て
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
橋
武
先
生
は

を
お
つ
き
に
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
か
く
し
ゃ
く
た
る
声
で
「
私
は

今
年
九
十
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。（
一
組
か

ら
六
組
ま
で
、
当
時
の
先
生
の
お
名
前
を
順

に
上
げ
ら
れ
）皆
さ
ん
お
亡
く
な
り
に
な
り
、

私
だ
け
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
笑
い
を

誘
い
ま
し
た
が
、「
淋
し
い
」
と
本
音
を
も

ら
さ
れ
ま
し
た
。
南
高
校
の
旧
校
歌
の
「
山

河
の
姿
」「
鳳
領
月
峯
」
を
想
い
だ
し
て
は

口
ず
さ
み
、「
い
い
歌
詞
で
す
ね
」
と
懐
か

し
ん
で
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
賑
わ
う
中
、
仲
間
に

よ
る
尺
八
演
奏
と
新
日
本
舞
踊
は
さ
ら
に
弾

み
を
つ
け
、
笑
い
が
絶
え
な
い
喜
寿
同
期
会

で
し
た
。

〈
平
山
静
夫
〉

昭
和
昭
和
4141
年
卒
年
卒

喜
寿
同
期
会

喜
寿
同
期
会

南

我
学
年
は
「
輝
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
集
ま

り
、
今
回
は
「
輝
き
を
心
に
」
の
も
と
、
八

月
二
十
二
日
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
サ
ン
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
期
会
と
し
て
は
五
回
目
と

な
り
ま
す
。
恩
師
の
中
村
泰
子
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
き
一
〇
四
名
が
集
い
ま
し
た
。
受

付
で
は
早
く
も
「
久
し
ぶ
り
ー
」「
元
気
だ
っ

た
？
」
と
す
ぐ
に
盛
り
上
が
り
、
そ
の
ま
ま

記
念
撮
影
へ
。
開
会
と
と
も
に
黙
祷
を
さ
さ

げ
校
歌
斉
唱
。
当
時
を
思
い
な
が
ら
の
校
歌

に
気
持
ち
は
高
校
生
。
実
行
委
員
長
挨
拶
、

実
行
委
員
自
己
紹
介
と
続
き
、
恩
師
の
先
生

の
挨
拶
と
乾
杯
！！
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
サ
ン
の

美
味
し
い
料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
盛
り

上
が
っ
て
い
く
会
場
。
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
食

べ
る
こ
と
よ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
の
方
が
忙
し

く
、
会
場
は
よ
り
に
ぎ
や
か
に
。
そ
こ
で
実

行
委
員
十
五
名
に
よ
る
余
興
が
ス
タ
ー
ト
。

華
や
か
な
衣
装
を
ま
と
い
フ
ラ「
月
の
夜
は
」

を
踊
る
と
、
手
拍
子
も
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
声

も
出
て
、
次
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
パ
ラ
パ

ラ
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
」。
古
希
と
は
思
え

ぬ
ほ
ど
の
早
い
テ
ン
ポ
で
の
パ
ラ
パ
ラ
は
会

場
が
最
高
潮
に
。
な
か
な
か
古
希
ガ
ー
ル
ズ

も
や
り
ま
す
。
今
回
で
同
期
会
は
終
わ
り
？

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
会
場
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
は
、
次
の
喜
寿
の
会
へ
の
期
待
の

声
も
で
て
、
実
行
委
員
も
そ
の
要
望
に
応
え

な
け
れ
ば
と
、
健
康
で
あ
り
つ
づ
け
よ
う
と

声
か
け
合
い
二
次
会
へ
移
動
し
て
い
き
ま
し

た
。「
我
以
外
皆
我
師
也
」
答
辞
の
言
葉
を

胸
に
。

〈
大
野
貴
惠
〉

昭
和
昭
和
5050
年
卒
年
卒

古
希
の
会

古
希
の
会

北

　　同期会・クラス会の開催予定がありましたら、同窓会事務局までご連絡ください。　　
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旧
鶴
岡
南
高
等
学
校
九
十
二
期
生
は
、
卒

業
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
八
月
十
四
日
、

グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
に
て
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

各
組
担
任
の
先
生
六
名
全
員
が
ご
出
席
な

さ
れ
、
卒
業
生
九
十
九
名
と
合
わ
せ
、
計

一
〇
五
人
が
集
い
ま
し
た
。

今
回
の
同
窓
会
は
、
幹
事
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
、
S
N
S
を
徹
底
的

に
活
用
し
た
開
催
と
し
、
幹
事
（
十
三
名
）

が
集
ま
っ
た
の
は
、
僅
か
二
回
。
メ
ー
ル
、

L
I
N
E
、
F
a
c
e
b
o
o
k
、
口
コ
ミ

で
周
知
し
、出
欠
は
G
o
o
g
l
e
フ
ォ
ー

ム
で
集
計
し
ま
し
た
。
の
べ
一
七
五
名
か
ら

回
答
を
頂
き
、
所
期
の
目
的
が
達
成
で
き
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
は
、
三
時
間
に
及
ぶ
大
宴
会
（
エ

ル
サ
ン
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
）、
テ
ー
ブ
ル
に
は
席
を
多
め
に
置
き
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
方
式
と
し
た
こ
と
か
ら
、
移
動

は
ス
ム
ー
ズ
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
浮
か
ぶ
泡

の
よ
う
に
小
さ
な
輪
が
多
く
で
き
、
輪
を
回

り
な
が
ら
話
が
弾
み
ま
し
た
。

恩
師
の
方
々
か
ら
近
況
報
告
で
は
、
寄
る

年
波
に
立
ち
向
か
う
？
御
姿
に
勇
気
を
頂

き
、
致
道
館
高
校
校
長
の
齋
藤
祐
一
君
か
ら

近
況
報
告
を
兼
ね
た
乾
杯
。
締
め
で
は
、
応

援
団
長
大
川
文
幸
君
の
リ
ー
ド
で
校
歌
斉

唱
、
そ
の
後
、
田
村
裕
君
の
呼
び
か
け
で
、

大
川
岳
二
君
、
板
垣
新
弥
君
が
演
奏
し
「
乾

杯
」
を
合
唱
し
、
四
十
年
ぶ
り
に
卒
業
式
を

再
現
。
互
い
の
健
康
と
活
躍
、
再
会
を
期
し

て
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

〈
永
寿
祥
司
〉

集
う
一
〇
五
人
。
会
場
に
広
が
る
再
会
の
輪

昭
和
昭
和
6060
年
卒
年
卒

鶴
翔
鶴
翔
9292
期
同
窓
会

期
同
窓
会

南

～同窓会事務局より～InformationInformation
◇ ｢同窓会報」は『繋ぐ』をテーマに編集し、将来同窓会員となる在校生が
　会報の一部を企画・作成しました。（今後も継続する予定です）
　　「表紙」…… 題字：書道部
　　　　　　　　 写真：報道部

　〇過去10年間に維持会費・ご寄付を頂いた方
　　平成27年 4 月 1 日～令和 7年 3月31日
　〇令和 2年 3月卒～令和 7年 3月卒の卒業 6年以内の方
　〇同一家庭（電話番号）には各出身校の代表者にのみお届けとなります。
　　（北高 2人、南高 2人、致道館 1人の場合、 3部配送されます）

◇維持会費の納入方法は下記のいずれかよりお選びください。
　①事務局に持参　　②クレジット　　③スマホアプリ
　④振り込み　⇒　郵便局またはコンビニ
　　　　　　　　　注）郵便局は維持会費・ご寄付も受付となります。
　　　　　　　　　注）コンビニは 3口（3,000円）のみ受付となります。
◇｢同窓会報」・「総会資料」はHPに掲載しています。
◇住所・氏名等、変更された場合は同窓会事務局にお知らせください。

未来の会員のため、なにとぞ維持会費の納入にご協力をお願い申し上げます。

　◆今年度から同窓会報の発送対象者が限定されます。◆

来年度は生徒のページを掲載予定です

維持会費は
スマホ・パソコンより
納入できます。

◀同窓会HP
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令
和
6
年
度
の
卒
業
生

3
1
0
名

令
和
7
年
度
の
異
動

〔
転

出
〕

遠
田
達
浩

（
校
長
・
数
学
・
庄
内
総
合
高
校
定
時
制
）

大
瀧

哲

（
事
務
部
長
・
知
事
部
局
）

梅
津
直
志
（
教
頭
・
数
学
・
庄
内
農
業
高
校
）

青
山

武

（
理
科
・
退
職
）

松
木
正
和

（
英
語
・
退
職
）

黒
田
陽
春

（
国
語
・
致
道
館
中
学
校
）

鈴
木
重
考

（
地
歴
・
酒
田
光
陵
高
校
）

池
田
裕
子

（
公
民
・
酒
田
東
高
校
）

西
塚
寿
男
（
数
学
・
県
教
育
セ
ン
タ
ー
）

豊
田
彩
子
（
理
科
・
県
教
育
セ
ン
タ
ー
）

清
川
智
美

（
英
語
・
鶴
岡
中
央
高
校
）

齋
藤
静
子
（
家
庭
科
・
鶴
岡
工
業
高
校
）

藤
井
健
司

（
数
学
・
退
職
）

佐
藤

忠

（
常
勤
講
師
・
国
語
・
鶴
岡
中
央
高
校
）

髙
橋
直
子

（
常
勤
講
師
・
国
語
・
鶴
岡
中
央
高
校
）

松
森

昌
（
常
勤
講
師
・
地
歴
・
退
職
）

若
嶋

孝
（
常
勤
講
師
・
保
体
・
遊
佐
高
校
）

佐
直
多
笑

（
常
勤
講
師
・
保
体
・
新
庄
南
高
校
）

直
井
千
佳
子

（
常
勤
講
師
・
英
語
・
酒
田
西
高
校
）

阿
部
貴
和
子

（
養
護
助
教
諭
・
庄
内
総
合
高
校
全
日
制
）

前
田
浩
美
（
非
常
勤
講
師
・
理
科
・
退
職
）

飯
田
浩
基

（
主
任
主
査
・
退
職
）

〔
転

入
〕

加
藤
美
奈
子

（
国
語
・
酒
田
西
高
校
）

五
十
嵐
遙
佳

（
国
語
・
小
国
高
校
）

齋
藤

仁

（
理
科
・
酒
田
光
陵
高
校
）

井
本
吉
彦
（
保
体
・
庄
内
総
合
高
校
全
日
制
）

ウ
ィ
ー
ス
ト
里
和
子

（
英
語
・
新
採
）

進
藤
美
沙

（
英
語
・
鶴
岡
工
業
高
校
）

白
崎
絵
理

（
養
護
助
教
諭
・
新
庄
北
高
校
定
時
制
）

佐
藤
孝
敏
（
常
勤
講
師
・
国
語
・
遊
佐
高
校
）

河
合

啓

（
常
勤
講
師
・
地
歴
）

佐
々
木
沙
也
加

（
常
勤
講
師
・
公
民
・
鶴
岡
中
央
高
校
）

吉
泉
亜
美

（
常
勤
講
師
・
数
学
）

梶
原
空
斗

（
常
勤
講
師
・
保
体
・
酒
田
東
高
校
）

日
向
稔
也

（
非
常
勤
講
師
・
公
民
）

青
山

武

（
非
常
勤
講
師
・
理
科
）

佐
藤
直
子

（
非
常
勤
講
師
・
家
庭
科
）

佐
藤
雅
之（
主
任
主
査
・
酒
田
光
陵
高
校
）

齋
藤
祐
一

（
校
長
・
理
科
・

県
立
博
物
館
）

　
　
母
校
だ
よ
り

国
公
立
大
学

北 海 道 2
弘 前 6
岩 手 4
東 北 7
宮 城 教 育 2
秋 田 11
山 形 22
福 島 2
茨 城 3
筑 波 2
宇 都 宮 3
群 馬 2
埼 玉 7
千 葉 2
東 京 外 大 1
東 京 学 芸 2
東 京 農 工 1
一 橋 1
横 浜 国 立 3
上 越 教 育 1
新 潟 27
富 山 3
金 沢 5
信 州 1
静 岡 1
京 都 2
神 戸 1
九 州 1
山形県立保健医療 8
東 京 都 立 1
横 浜 市 立 2
新 潟 県 立 9
そ の 他 30

国 公 立 大 計 175

私
立
大
学

早 稲 田 3
慶 應 義 塾 1
上 智 1
東 京 理 科 2
立 教 5
明 治 3
法 政 8
中 央 3
同 志 社 1
東 北 学 院 21
東 北 福 祉 20
東 北 芸 工 9
東北公益文科 7
新潟医療福祉 27
そ の 他 227

私 立 大 計 338

卒 業 者 数 310

進
学
内
訳

国 公 立 大 学 159

私 立 大 学 104

短 期 大 学 7

各 種 学 校 等 23

進 学 者 計 293

就 職 者 3

進 学 準 備 等 14

主な大学合格者数（現役のみ・延べ人数）

進 路 状 況（実人数）

進

路

状

況

卒
業
者
数
＝
3
1
0
人

合
格
者
数
＝
国
公
立
大
1
7
5
人
、
私
立
大

3
3
8
人
、
文
部
科
学
省
所
管
大
学
2
人
、

短
期
大
学
9
人
、
専
修
・
各
種
学
校
28
人
、

公
務
員
3
人

致
道
館
高
校
1
期
生
で
あ
る
今
春
の
卒
業

生
の
進
路
志
望
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
粘
り
強
く
努
力
を

西
塔
晋
司

（
事
務
部
長
・

庄
内
総
合
支
庁
保
健
企
画
課
）

池
田
孝
之

（
教
頭
・
地
歴
・

鶴
岡
中
央
高
校
）
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各
種
大
会
記
録

（
8
月
28
日
現
在 

東
北
大
会
以
上
）

◆
陸
上
競
技
部

〈
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
〉

女
子
100
ｍ　
　
　
　

三
浦
采
桜　

出
場

〈
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
〉

女
子
100
ｍ　

5
位
入
賞　
　

三
浦
采
桜

女
子
400
ｍ　

7
位
入
賞　
　

今
田
和
来

女
子
200
ｍ　

準
決
勝
敗
退　

三
浦
采
桜

男
子
棒
高
跳　
　
　

松
山
由
依　

出
場

女
子
ハ
ン
マ
ー
投　

本
間
有
美　

出
場

女
子
走
高
跳　
　
　

阿
部　

歩　

出
場

3
0
0
0
m　
　
　

鈴
木
梓
紗　

出
場

〈
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〉

4
×
100
ｍ
リ
レ
ー　

1
位　

三
浦
采
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
選
抜
メ
ン
バ
ー
）

◆
テ
ニ
ス
部

〈
東
北
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
〉

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

佐
藤　

澄　

出
場

〈
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
〉

18
歳
以
下　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
陽
貴　

出
場

18
歳
以
下　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
8　
　
　

池
田
陽
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ペ
ア
は
山
形
南
高
）

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

〈
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
〉

男
子
団
体　

出
場

女
子
団
体　

 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

し
、
ベ
ス
ト
16
（
第
9
位
）

〈
東
北
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
〉

男
子
個
人　

3
位　

門
脇
優
安

男
子
個
人　

8
位　

五
十
嵐
大
翔

男
子
団
体　

6
位

女
子
個
人　

5
位　

木
村
日
子

女
子
団
体　

3
位

〈
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〉

少
年
男
子

　
　
　

5
位　

阿
部
凌
成
、
五
十
嵐
悠
太

少
年
女
子

　
　
　

優
勝　

富
樫
真
花
、
亀
井
心
香
花

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
権
獲
得

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

〈
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
花
保　

出
場

〈
東
北
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
〉

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

池
田
花
保　

出
場

女
子
団
体

　

 

五
十
嵐
花
梨
、
小
林
愛
海
、
池
田
花
保
、

小
野
寺
日
毬
、
金
丸
真
緒
、
青
柳
利
海
、

菅
原
藍
夏
、
鍋
島
琉
月　

出
場

◆
弓
道
部

〈
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
〉

男
子
団
体　

　

 

菅
原
蒼
矢
、
冨
樫
太
智
、
本
間 

耀
、
富

樫 

央
、
佐
藤
裕
紀
、
櫛
引
識
氣　

出
場

女
子
団
体

　

 

渡
部
香
子
、
渋
谷
優
月
、
鈴
木
美
空
、
須
藤

華
音
、
五
十
嵐
芽
愛
、
三
浦
佑
菜　

出
場

〈
東
北
高
等
学
校
弓
道
選
手
権
大
会
〉

女
子
団
体　

60
射
34
中　

出
場（第

4
位
相
当
）

男
子
団
体　

60
射
31
中　

出
場

男
子
個
人　

本
間　

耀　

予
選
8
射
6
中

（
上
位
9
人
）

〈
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〉

少
年
男
子　

総
合
6
位　

佐
藤
裕
紀

少
年
女
子　

総
合
3
位　

渋
谷
優
月

◆
水
泳

〈
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
〉

男
子
200
M
自
由
形　

佐
藤
壮
一
郎　

出
場

〈
東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会
〉

女
子
100
M
平
泳
ぎ　

冨
樫
佳
里
奈　

出
場

女
子
100
M
平
泳
ぎ　

五
十
嵐
清
花　

出
場

男
子
200
M
平
泳
ぎ　

阿
蘇
湊
音　

出
場

女
子
200
M
平
泳
ぎ　

冨
樫
佳
里
奈　

出
場

女
子
50
M
自
由
形　

五
十
嵐
清
花　

出
場

男
子
50
M
自
由
形　

池
田
佑
也　

出
場

男
子
100
M
自
由
形　

池
田
佑
也　

出
場

男
子
200
M
自
由
形　

本
間
瑛
翔　

出
場

男
子
400
M
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　

 

佐
藤
壮
一
郎
、
池
田
佑
也
、
本
間
瑛
翔
、

阿
蘇
湊
音　

出
場

男
子
200
M
自
由
形　

第
1
位　

佐
藤
壮
一
郎

男
子
100
M
自
由
形　

第
7
位　

佐
藤
壮
一
郎

男
子
100
M
平
泳
ぎ　

第
9
位　

阿
蘇
湊
音

◆
科
学
部

〈
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
〉

　

五
十
嵐
海
愛
リ
ー
ア
ム
、
加
藤　

翼
、

　

疋
田
幸
太
郎

◆
音
楽
部

〈
第
92
回
N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
〉 

銅
賞

〈
第
77
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部

大
会
〉 

銀
賞

◆
設
置
外
活
動

〈
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
弁
論
部
門
〉

　

早
川
陽
斐

◆
S
S
H

〈
R
7
S
S
H
生
徒
研
究
発
表
会
〉

　

荻
原　

優
、
松
浦
蒼
依

重
ね
、
果
敢
に
受
験
に
挑
ん
だ
。
国
公
立
大

学
に
は
の
べ
1
7
5
人
が
合
格
し
た
。
在
籍

数
に
対
す
る
合
格
率
は
約
56
％
に
あ
た
る
。

　

難
関
国
公
立
大
へ
の
合
格
状
況
は
、
京
都

大
2
人
、
一
橋
大
1
人
、
東
北
大
7
人
、
北

海
道
大
2
人
、
筑
波
大
2
人
、
東
京
外
国
語

大
1
人
、
神
戸
大
1
人
、
九
州
大
1
人
で

あ
っ
た
。
国
公
立
大
医
学
部
医
学
科
は
東
北

大
1
人
、
山
形
大
1
人
、
弘
前
大
1
人
、
私

立
大
医
学
部
医
学
科
は
の
べ
4
人
が
合
格
し

た
。
い
ず
れ
も
基
礎
徹
底
に
努
め
、
信
念
を

持
っ
て
ひ
た
む
き
に
学
習
し
続
け
た
結
果
で

あ
る
。合
格
者
が
多
か
っ
た
国
公
立
大
学
は
、

新
潟
大
27
人
、
山
形
大
22
人
、
秋
田
大
11
人
、

新
潟
県
立
大
9
人
、
山
形
県
立
保
健
医
療
大

8
人
、
埼
玉
大
7
人
だ
っ
た
。
ほ
か
に
は
近

隣
の
大
学
や
関
東
圏
の
大
学
に
加
え
て
、
関

西
や
九
州
の
国
公
立
大
学
へ
の
進
学
も
見
ら

れ
た
。

　

私
立
大
は
、
早
稲
田
大
3
人
、
慶
應
義
塾

大
1
人
、
上
智
大
1
人
、
中
央
大
3
人
、
東

京
理
科
大
2
人
、
法
政
大
8
人
、
明
治
大
3

人
、
立
教
大
5
人
、
同
志
社
大
1
人
な
ど
難

関
大
に
も
数
多
く
合
格
し
た
。
合
格
者
数
が

多
か
っ
た
大
学
は
、新
潟
医
療
福
祉
大
27
人
、

東
北
学
院
大
21
人
、
東
北
福
祉
大
20
人
な
ど

で
あ
っ
た
。

　

短
期
大
学
は
山
形
県
立
米
沢
短
大
3
人
、

専
門
学
校
は
鶴
岡
市
立
看
護
専
門
学
校
13
人

な
ど
が
合
格
。
看
護
医
療
系
志
望
者
が
多

か
っ
た
。
就
職
志
望
者
は
す
べ
て
公
務
員
志

望
で
、
き
め
細
や
か
な
指
導
の
も
と
、
鶴
岡

市
役
所
に
3
名
全
員
が
合
格
し
た
。

 

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長　

真
嶋
亮
子
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叙勲・表彰

訃 報

誠誠におめでとうございますにおめでとうございます

謹んでお悔やみ申し上げます謹んでお悔やみ申し上げます

令和 6年 10 月 1 日～令和 7年 9月 10 日

令和 6年 10 月 2 日～令和 7年 9月 10 日

（敬称略）
佐藤　慶子 南S29 令和 6年 高齢者叙勲 瑞宝双光章（地方自治功労、学校保健功労）
齋藤　　隆 北校長 令和 6年 秋叙勲 瑞宝小綬章（スポーツ振興功労、教育功労）
田中　芳昭 南S46・南校長 令和 6年 秋叙勲 瑞宝小綬章（教育功労）
齋藤　久樹 南S35 令和 6年 秋叙勲 瑞宝双光章（学校保健功労）
奥村　　淳 南S38 令和 7年 春叙勲 瑞宝中綬章（教育研究功労）
齋藤　和久 南S46 令和 7年 春叙勲 瑞宝小綬章（教育功労）
中村　俊一 南S45 令和 7年 春叙勲 瑞宝双光章（更生保護功労）
坂東　清一 南S44 令和 7年 春叙勲 瑞宝双光章（更生保護功労）
本間　　立 南S47 令和 7年 春叙勲 瑞宝双光章（教育功労）

同窓生
佐藤（加藤）佐喜子 北S13
斎藤（西海）静子 北S14
石川　仙子 北S15
野崎（三浦）千恵 北S15
新子（斎藤）友子 北S16
和田（門田）孝 北S16
荘司（秋野）令子 北S17
田沢（佐藤）とめ 北S17
飯井（板垣）桂 北S19
梅木　敏子 北S19
斎藤（荒井）積 北S19
佐藤（武藤）わか子 北S19
伊藤　登美 北S20
佐谷野（館山）典子 北S20
淵田（大川）節子 北S20
原田　としゑ 北S20
小角（富樫）百合枝 北S21
滝川（石田）幸子 北S21
大川（富樫）徳 北S22
本田（菅沢）徳子 北S22
秋野　孝 北S23
伊藤（菅原）文 北S23
鹿野（石畑）睦子 北S23
菅原（伊藤）銀子 北S23
梅木（渡部）繁井 北S23
戸村　静子 北S23
八幡　あさみ 北S23
八木（村上）美穂子 北S23
秋山（今野）素 北S23
加藤（野田）康子 北S23
諏訪（大八木）淑子 北S25
皆川（佐藤）美智 北S25
梅津　チエ 北･南S26
山田（川合）弘子 北･南S26
石田（阿部）光子 北･南S27
小野寺　絹 北･南S27
榎本（須田）諒子 北･南S27
加藤（渡部）冴 北･南S27
板垣　喜美子 北･南S28

菅原（土岐）千枝子 北･南S28
長谷川（菅原）亥代恵 北･南S28
宮口（佐藤）米子 北･南S29
山濵（木村）託子 北S30
佐藤（小林）麗子 北S32
松浦（渋谷）幸子 北S32
斎藤　和子 北S33
三浦　信子 北S33
加藤（木根淵）美和 北S35
富樫（渡部）一子 北S37
五十嵐（佐々木）美和子 北S39
尾形（五十嵐）トミ子 北S40
麻生（梅田）幸子 北S41
長谷川（新野）光枝 北S41
真田（大沼）和子 北S42
長谷川　孝子 北S43
五十嵐　郁子 北S46
佐藤　弘美 北S53
佐久間（髙橋）志津 北S63
五十嵐　茜 北H13
西海　幸雄 南S16
大瀧　直之助 南S18
菅原　弘介 南S18
八木　昭 南S21
荒川　達雄 南S21
植木　清哉 南S24
鈴木　滋 南S25
田中　尹 南S25
本間　篤良 南S25
石黒（井上）祐次 南S26
榎本　修 南S26
木村（後藤）咲子 南S26
佐藤　九二男 南S26
北村　謙一 南S26定
青木　剛 南S27
石田　晋 南S27
伊藤　正之 南S27
三浦　久喜 南S27
阿部　皓一 南S28
伊藤　茂之 南S28

漆山　幸一 南S28
茂木（海老名）洋子 南S28
工藤（佐藤）耕三 南S28
土岐　一也 南S28
上村　貞雄 南S28定
田辺（井上）省二 南S28定
小関（大江）和夫 南S29
日向　和夫 南S29
真島　吉也 南S29
石田（佐藤）功 南S29定
大谷　樹溢 南S30
加藤　龍介 南S30
島貫　瀧雄 南S30
髙橋　進 南S30
石川　繁雄 南S30
五十嵐（高橋）敏夫 南S30定
今野（山口）和枝 南S30定
古家（長谷川）二三造 南S30定
佐藤　徹夫 南S31
佐藤　信昭 南S31
富樫　義久 南S31
飯井（佐藤）秋男 南S31
武野　尚三 南S31
鶴田（阿部）喜美雄 南S31
斉藤　とし子 南S31
芳賀　惇 南S31定
野口　彌 南S31定
石川　一夫 南S32
戸村　昌也 南S32
五十嵐（加藤）春朔 南S32
石名坂　茂夫 南S32
森田　富 南S32
長南　君子 南S32
前田　右馬之助 南S32定
手塚　明雄 南S33
梅木　欣一 南S33定
大川　政紀 南S34
海東　宏昭 南S35
松浦　清 南S35
成澤　一男 南S36

太田（斎藤）久 南S36
菅原　清 南S36
加藤　孝輝 南S36定
阿部（金内）亘 南S37
石澤　剛 南S37
渡部　靖 南S37
本間　雄士 南S37
佐藤　俊雄 南S38
土岐　寛 南S38
高橋　俊士 南S38
若松　進 南S39定
菅原　正明 南S40
皆川　和中 南S40
氏家　昇一 南S40
大戸　眞澄 南S40
神田　養輔 南S40
佐藤　悦郎 南S41
佐藤　誠 南S41
武田　徹 南S42
佐藤　新太郎 南S43
五十嵐（大滝）美昭 南S43
五十嵐　雄幸 南S44
村岡　信廣 南S44
加藤　義弥 南S45
横屋　和興 南S45
長南　義春 南S46
石井　節子 南S46通
加藤（石川）明子 南S47
今野　稔 南S47定
斎藤　裕 南S48
笹原（奥泉）美栄子 南S48定
大木（森田）佳子 南S49
佐藤　昌幸 南S53
神山（石黒）厚子 南S54
斉藤（富樫）浩美 南S54
齋藤　調 南S55
斎藤　満智子 南S58通
伊藤　陽子 南H6通

旧職員
菊地　善教 南S46～S52、H6～H10、南校長H18～H20（南S41卒）
富沢（斎藤）栄子 南S24～S25
菅原　稔 北S55～H7
鷲田　孝行 南H19～H21、北S63～H15

平田（江口）卿子 南S33～S34（北･南S26卒）
三井（吉続）照代 南S38～S43（南S34卒）
井上　祐一 南S43～S48（南S38卒）
土田（成澤）房代 南H20～H25（北H2卒）

（敬称略）
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黒沢眼科医院 島眼科医院  島内科クリニック 
理事長 黒 澤 明 充 　   黒 澤 久 子(南S46) 荒 木 陽 子(南S50)
　　　 池 田 千 花(南H15) 黒 澤 芽 衣(南H20) 齋 藤 聡 子(北S61)
　　　 本 間 　 幸(北H1 ) 小 川 早 苗(北H1 ) 亀 井 有 香(北H15)
　　　 岩 浪 奈 実(北H17) 山 田 彩 那(南H28) 相馬なるみ(北 R 3 )

令和 6年度　致道館高等学校同窓会　決算
一般会計 令和 6年 4月 2日～令和 7年 3月 31 日　（単位：円）

収 入 の 部 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
鶴翔同窓会より繰越金 4,430,107 4,430,107 0 一般会計7,958,099-5,456,000=2,502,099円、積立金会計1,928,008円
如松同窓会より設立金 5,456,000 5,456,000 0 新同窓会設立金5,000,000円、令和5年度入会金456,000円（114名）
入 会 金 1,500,000 1,550,000 50,000 @5,000円×310名（R7.3卒業生）
維 持 会 費 4,500,000 3,731,000 ▲ 769,000 @3,000円×1,246件（ゆうちょ529, コンビニ654, クレジット58, 現金5）
寄 付 金 1,500,000 1,195,000 ▲ 305,000 256件（ゆうちょ214, クレジット39, 現金3)+東京南S30+南S46
会 報 広 告 料 300,000 540,000 240,000 27件20,000円
雑 収 入 213,893 178,383 ▲ 35,510 エアコンPTA使用料、預金利息

合　　　　計 17,900,000 17,080,490 ▲ 819,510

支 出 の 部 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
会 議 費 150,000 146,630 ▲ 3,370 役員会・事務局会
需 用 費 200,000 227,383 27,383 通信費用、消耗品等
親 睦 会 事 業 費 350,000 417,827 67,827 告知120千円、各期補助40千円、総会資料95千円、他持出し金
会 報 印 刷 費 1,570,000 2,037,121 467,121 31,500部× 50円　→　31,200部× 66円
会 報 発 行 費 4,150,000 4,250,506 100,506 30,500部×136円　→　30,000部×152円
各 地 同 窓 会 渉 外 費 800,000 536,470 ▲ 263,530 旅費316千円、会費110千円、日当110千円（22日×5千円/日）
卒 業 記 念 品 300,000 323,680 23,680 卒業証書ファイル313冊×1040円
事 務 負 担 金 900,000 800,000 ▲ 100,000 PTA書記給与負担金
ホームページ運営費 190,000 182,600 ▲ 7,400
鶴 翔 会 館 空 調 費 190,000 192,260 2,260 ガス支払料金、R7予定のメンテナンス
支 払 手 数 料 500,000 272,420 ▲ 227,580 維持会費･寄付金振替手数料
雑 　 　 　 費 500,000 591,980 91,980 新聞広告44千円、ホームページ新規150千円、PC引越し384千円
予 備 費 8,100,000 0 ▲ 8,100,000

合　　　　計 17,900,000 9,978,877 ▲ 7,921,123
〔収入] 17,080,490円－[支出] 9,978,877円 = 7,101,613円（次年度への繰越)

学校支援特別会計 令和 6年 4月 5日～令和 7年 3月 31 日　（単位：円）

収 入 の 部 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
鶴翔同窓会より繰越金 5,517,231 5,517,231 0
寄 託 金 182,700 200,475 17,775 卒業生より新会員の受験対策支援目的
雑 収 入 69 1,952 1,883 預金利子等

合　　　　計 5,700,000 5,719,658 19,658

支 出 の 部 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
激 励 活 動 費 150,000 148,186 ▲ 1,814 新会員の受験対策支援（仙台・東京・京都方面）
整 備 活 動 費 100,000 0 ▲ 100,000 設備、物品等
在 校 生 助 成 費 300,000 374,150 74,150 在校生の支援
予 備 費 5,150,000 72,736 ▲ 5,077,264 前期PTAより錯誤金を戻し

合　　　　計 5,700,000 595,072 ▲ 5,104,928
〔収入] 5,719,658円－[支出] 595,072円 = 5,124,586円（次年度への繰越)

会　　長 齋 藤 正 志（南S44）
副 会 長 田 中 芳 昭（南S46） 滝 川 義 朗（南S51） 渋 谷 せ つ（北S51） 坂 尾 　 聡（南S55）
　 〃 渡 會 俊 仁（南S57） 兼 子 由 香（北S58） 木 戸 　 祐（北S58）
副会長･校長 齋 藤 祐 一（南S60）
会計監事 齋 藤 　 匡（南S63） 太 田 貴 士（南H3）
事務局長 佐 藤 　 守（南S51）
事務局次長 田 澤 妙 子（北S46）
事務局員 菅 原 ゆ り（南S51） 長谷川夕香（北S58） 北 風 秀 明（南H2） 田中加奈子（北H6）
　 〃 本 間 康 弘（南H9） 本間みや子

令和7年度 役員・事務局名簿
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令和 7年度　致道館高等学校同窓会　事業計画
理　事　会 5/1 資料配信 → 5/12 賛否受信
役　員　会 4/25 第 1 回、10/31 第 2 回、R8 .3/13 第 3 回

総会・親睦会（毎年 7月第一土曜日） 7/5 第 1 回：グランド エル・サン
同窓会報「第 2号」 11/1 発行　約 10,000 部

令和 7年度事業実行委員会
（親睦会部会・会報部会）

準備会 R6 .11/20　第 1回 2/12　第 2回 6/25
親睦会部会 5/21・会報部会は随時開催

致道館高等学校　入学式 4/8 入学生 276 名
致道館高等学校　卒業式 3/1

令和 7年度　致道館高等学校同窓会　予算
一般会計 令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日　（単位：円）

収 入 の 部 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　考
繰 越 金 9,886,107 7,101,613 ▲ 2,784,494
入 会 金 1,500,000 1,520,000 20,000 @5,000円×304名　（R8.3卒業生）
維 持 会 費 4,500,000 3,360,000 ▲ 1,140,000 @3,000円×1,120件（前年の90％）
寄 付 金 1,500,000 1,070,000 ▲ 430,000 230件（前年の90％）
会 報 広 告 料 300,000 352,000 52,000 16件22,000円
雑 収 入 213,893 176,387 ▲ 37,506 エアコンPTA使用料、会員名簿売却代 他　

合　　　　計 17,900,000 13,580,000 ▲ 4,320,000

支 出 の 部 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　考
会 議 費 150,000 150,000 0 役員会・事務局会
需 用 費 200,000 200,000 0 通信費用、消耗品等
親 睦 会 事 業 費 350,000 450,000 100,000 告知130千円、各期補助40千円、総会資料10千円、持出し270千円
会 報 印 刷 発 行 費 5,720,000 2,520,000 ▲ 3,200,000 10,000部（鶴岡印刷2,170千円、サラト350千円）
各 地 同 窓 会 渉 外 費 800,000 540,000 ▲ 260,000 旅費320千円、会費110千円、日当110千円（22日×5千円/日）
卒 業 記 念 品 300,000 320,000 20,000 卒業証書ファイル310冊×1040円
事 務 負 担 金 900,000 700,000 ▲ 200,000 PTA書記給与負担金（負担割 4/12月）
ホームページ運営費 190,000 190,000 0
鶴 翔 会 館 空 調 費 190,000 390,000 200,000 ガス支払料金190千円、エアコンメンテナンス200千円（PTAと折半）
支 払 手 数 料 500,000 250,000 ▲ 250,000 維持会費･寄付金振替手数料
雑 　 　 　 費 500,000 70,000 ▲ 430,000 新聞広告（高校総体・新人戦）44千円　他
予 備 費 8,100,000 7,800,000 ▲ 300,000 次年度繰越予定額

合　　　　計 17,900,000 13,580,000 ▲ 4,320,000

学校支援特別会計 令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日　（単位：円）

収 入 の 部 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　考
繰 越 金 5,517,231 5,124,586 ▲ 392,645
寄 託 金 182,700 200,000 17,300 卒業生より
雑 収 入 69 1,414 1,345 預金利子等

合　　　　計 5,700,000 5,326,000 ▲ 374,000

支 出 の 部 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　考
激 励 活 動 費 150,000 150,000 0 新会員の受験対策支援（仙台・東京・京都方面）
整 備 活 動 費 100,000 0 ▲ 100,000 R7決算後削除（設備物品等）
在 校 生 助 成 費 300,000 380,000 80,000 在校生の支援
予 備 費 5,150,000 4,796,000 ▲ 354,000 次年度繰越予定額

合　　　　計 5,700,000 5,326,000 ▲ 374,000

実行委員長 高 橋 修 也（南S61）
副実行委員長 五十嵐和美（北S61） 松 本 晃 一（南H8） 松 山 玲 子（北H8）

〈親睦部会〉
　部 会 長 岡 部 貞 二（南S61）
 高 橋 修 也（南S61） 保 坂 吉 彦（南S61）
 阿 部 浩 一（南S61） 五十嵐和美（北S61）
 富 樫 惠 子（北S61） 五十嵐孝子（北S61）
 松 本 晃 一（南H8） 石 塚 　 慶（南H8）
 伊 藤 直 樹（南H8） 岡 部 由 佳（北H8）

令和7年度 第2回 致道館高等学校同窓会 実行委員会

〈会報部会〉
　部 会 長 松 田 香 織（北S61）
 成 澤 素 直（南S61）
 松 山 玲 子（北H8）
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山形県鶴岡市本町三丁目14-27
TEL. 0235-24-1013
FAX. 0235-22-7500

小 池　  央
（南S50）株式会社庄交コーポレーション

庄内にこだわり、庄内を越える。

SHOKO
CORPORATION

代表取締役社長

本 社 〒997-0031 山形県鶴岡市錦町2-60 TEL.0235-22-3033 FAX.0235-25-8808

近藤　司

保険の総合コンサルタント

鶴岡市新海町8-48 

維持会費納入者芳名簿
令和6年4月1日～令和7年3月31日

寄付金・維持会費の区分がなかった方に
つきましては、3,000 円を維持会費に、
残りを寄付金として取扱させていただき
ました。
誠にありがとうございました。

寄 付 者 芳 名 簿
令和6年4月1日～令和7年3月31日
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S
57

石

井

克

二

酒

井
　

滋

南
S
58

池

田

由

喜

今

井

竜

一

田

村

智

雄

南
S
59

阿

部

淳

二

佐

藤

進

也

松

木

正

和

南
S
60

石

川
　

敦

工

藤

秀

生

中

島

浩

子

村

田

尚

志

南
S
61

渋

谷
　

洋

野

口

啓

介

南
S
62

後

藤

英

実

南
S
63

伊

藤
　

敦

大

泉

仁

晴

佐

藤
　

洋

南
H
1

村

山
　

聡

南
H
2

伊

藤

昌

史

上

林

一

志

疋

田

幸

樹

南
H
5

伊

藤

晃

子

佐

藤

英

成

南
H
6

出
雲
路　
　
　

徳

大

瀧

将

義

南
H
7

上

林

千

夏

菊

地

善

彰

南
H
8

野

尻

善

之

南
H
9

上

野

博

行

南
H
10

荒

木

康

博

大

滝

理

史

佐

藤
　

旬

鹿

戸

直

子

南
H
12

伊

藤
　

裕

久

下
　

道

南
H
13

水

野
　

恵

南
H
15

鏡
　

雄

一

南
H
16

大

川

雅

人

南
H
17

五
十
嵐　

巳
玲
一

南
H
18

榎

本

昌

文

小

松

一

磨

佐

藤

龍

勲

南
H
19

粕

谷

も

も

匹

田

直

宏

南
H
22

松

浦

早

季

南
H
24

冨

樫
　

周

南
H
30

梅

津

陽

光

南
H
31

石

川
　

賢

南
R
5

木

戸

武

尊

〈
鶴
岡
北
高
校
〉

旧
職
員

五
十
嵐　
　
　

豊

北
S
13

藤

原

洋

子

北
S
14

石

塚
　

鈴

北
S
16

富

樫

せ

き

北
S
17

田

沢

と

め

北
S
18

鬼

海

和

歌

佐

藤

悦

子

三

浦
　

恵

北
S
19

五
十
嵐　

昭　

子

岡

田

照

子

角　

田　

た
き
こ

北
S
20

石　

井　

登
喜
子

伊

藤

登

美

小　

杉　

津
枝
子

ご寄付、維持会費の納入ありがとうございました。
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清野歯科医院
Seino  Dental  Clinic

〒997-0817　　　　　
山形県鶴岡市睦町 6-11
TEL (0235)24-0808
FAX (0235)28-2734

歯科医師　清 野　肇（南S60）

代表取締役 

佐 藤 慎 一 （南S42）
山形県鶴岡市大淀川字洞合１-１
PHONE.0235-22-3080　FAX.0235-24-8698

IMAGINATION & COMMUNICATION

鶴岡印刷株式会社

スズモト株式会社

小　

松　

小
枝
子

北
S
21

関
　

敏

子

北
S
22

桜

井

美

代

北
S
23

木

村
　

幸

佐

藤
　

京

北
S
24

大

川

玲

子

北
S
25

増

尾

洋

子

北
S
26

河

口
　

節

北
S
30

安　

達　

マ
サ
子

阿

部

順

子

太

田

亮

子

小

澤

久

枝

小
田
切　

智
慧
子

粕　

谷　

紀
久
子

加

藤

久

子

小

池

安

子

寒
河
江　

な
が
子

佐

藤

敦

子

富

樫

慶

子

芳　

賀　

里
栄
子

山

濵

託

子

北
S
31

相

原

和

子

五
十
嵐　
　
　

積

五
十
嵐　

花　

子

榎

本

澄

子

佐　

藤　

す
み
子

菅

原

智

恵

橋

本
　

静

日

向

和

子

松

橋

娃

子

村

上

ケ

イ

渡

部

慶

子

渡　

辺　

み
よ
子

北
S
32

井

戸

鉚

子

伊

藤

良

子

茨

木

由

美

小

林

ち

ぎ

榊

原

喬

子

庄

司
　

史

白

幡

和

子

陳
　

美

代

仁

王

隆

子

百

瀬

昇

子

結

城

久

子

北
S
33

五
十
嵐　

功　

子

五
十
嵐　

志　

鶴

犬

塚

妙

子

小

林
　

敏

佐

藤

章

子

三
田
村　

恵　

子

三
田
村　
　
　

幸

皆　

吉　

佐
知
子

宮

下

愛

子

山

田

尚

子

北
S
34

青

柳

具

子

榎

本

由

喜

尾

形
　

澄

高

力

黎

子

近

藤

敏

子

紺　

野　

智
枝
子

斎

藤

哲

子

坂

本

よ

ね

佐

藤

豊

美

佐

野

和

子

潮

田

恒

子

白

幡

郁

子

鈴

木

榮

子

戸　

屋　

由
美
子

藤　
　
　

友
芋
子

星
　

惠

子

山

口

章

子

北
S
35

秋

庭

菊

美

井

上

睦

子

猪

股

洋

子

遠

藤

桂

子

奥

井

鈴

江

小　

野　

佐
智
子

川

名

一

枝

佐
久
間　

カ　

ツ

佐

藤

和

子

佐　

藤　

千
栄
子

菅

井

洋

子

菅

原

知

子

鈴

木

光

子

大

門

絢

子

林
　

初

子

藤
　

教

子

本

間

敏

子

本

間

彌

生

村

田

美

枝

横

沢

幸

子

北
S
36

五
十
嵐　

光　

枝

五
十
嵐　

由　

子

上

野

純

子

大

滝

静

子

押

井

明

子

加

藤

昭

子

菊

地

洋

子

木　

村　

瑠
璃
子

佐　

藤　

サ
カ
エ

佐

藤

裕

子

髙

橋
　

澤

竹

中

敏

枝

田

代

恵

子

槻

山

洋

子

辻
　

順

子

冨　

田　

喜
美
子

堀

　

朋

本

間

明

子

本

間

利

子

丸

山

綾

子

水

野

輝

子

北
S
37

見

城
　

恭

佐

竹

邦

子

佐

藤

淑

子

竹

原

登

志

長

南

清

子

北
S
38

阿
久
津　

寿
々
恵

石

川

安

枝

稲　

山　

よ
り
子

太

田

佑

子

齋

藤
　

征

佐

藤

輝

光

佐

藤

德

子

佐

藤

寿

子

本　

間　

美
恵
子

本

間

玲

子

三　

浦　

か
つ
子

北
S
39

足

達

ヒ

デ

石

井

恵

子

伊

藤

ひ

な

追

木

和

枝

川

村

道

子

菅　

原　

ま
り
子

杉

山

京

子

富

塚

美

知

永

田

昌

子

三

浦

茂

子

北
S
40

秋

場

信

子

在

原

妙

子

五
十
嵐　

典　

子

植

木

博

子

上　

原　

喜
久
江

遠

藤

芙

美

大

瀧

昭

子

大

沼

道

子

長

田

恵

美

柴

田

紀

子

菅

井

和

子

谷

浦

郁

子

種

田

恵

子

富

井

静

子

邊

見
　

明

北
S
41

池　

田　

美
津
子

大

井

ユ

リ

萩

谷

恭

子

加

藤

一

女

加

藤
　

都

齊　

藤　

由
紀
子

佐　

藤　

千
佳
子

佐

藤

ト

シ

佐　

藤　

ミ
ツ
子

菅

原

明

美

須

田

文

子

田

澤

し

げ

中

鉢

晶

子

中

村

き

ん

藤

原

敏

子

本

間

セ

ツ

細　

田　

登
志
子

前

寺

幸

子

渡

辺

和

子

北
S
42

上

野

邦

子

梅

津

秀

子

大

原

章

子

加　

藤　

己
致
子

小

関

静

江

里　
　
　

由
美
子

佐　

藤　

き
ね
子

佐

藤

京

子

鈴　

木　

由
美
子

高

橋

明

子

髙

橋

恭

子

富　

樫　

と
も
子

中

村

富

子

根

岸

榮

子

日　

向　

み
ね
子

藤

林

雅

子

保　

科　

美
津
子

堀

井

直

子

北
S
43

青

砥

松

子

五
十
嵐　

政　

子

伊

藤

泰

子

伊

藤

由

美

榎

本

静

子

榎　

本　

由
己
子

小
野
寺　

文　

子

小　

畑　

婦
二
子

佐
々
木　

和　

子

庄

司

紀

美

菅
　

節

子

鈴

木

啓

子

鈴

木
　

純

武　

田　

美
和
子

広

瀬

要

子

福

士

柳

子

丸

子

洋

子

山

本

信

子

北
S
44

安

部
　

律

石

井

眞

理

角

田

和

子

北

村

千

世

黒

田

愛

子

蛸　

井　

あ
つ
子

中

川
　

民

幡

野

は

つ

原
　

伸

子

山　

本　

美
喜
子

北
S
45

阿　

部　

る
み
子

飯

野

孝

子

五
十
嵐　

裕　

美

板

垣

貞

子

伊

藤

恵

子

佐　

藤　

や
ゑ
子

菅

原

寿

子

高
草
木　

明　

美

長

島
　

牧

林
　

光

子

原

田

睦

子

本

間

欣

子

吉　

田　

恵
美
子

渡

辺

静

子

北
S
46

飯

塚

洋

子

石

塚

若

葉

上　

野　

千
枝
子

小　

野　

紀
美
子

齋

藤

靜

子

鈴

木

淳

子

田

澤

妙

子

本

間
　

幸

百

瀬

千

栄

山　

田　

あ
け
み

北
S
47

片

桐

秋

子

草

島

明

美

地

主

律

子

渋　

谷　

美
紀
子

白

幡

貞

子

菅　

原　

久
美
子

富

樫

敏

子

冨

樫

真

美

本

間

澄

子

油

井

智

子

北
S
48

伊

藤

小

糸

鏑

木

純

子

桐

沢

優

子

工

藤

吉

子

今

野

和

惠

佐

藤

育

子

佐

藤

洋

子

菅

原

玲

子

長

嶋

恵

美

蓮

池

ま

き

原

田
　

幸

星

野

聖

子

正

立

弘

恵

北
S
49

青　

木　

よ
し
み

大　

浦　

ち
ゑ
み

清

和

初

女

富　

樫　

ひ
と
み

長
谷
川　
　
　

安

日

向

香

菜

三

浦

恵

子

三

浦

順

子

柳　

川　

美
知
子

北
S
50

相

原

美

智

江　

連　

千
枝
子

大

川

祐

子

加　

藤　

千
賀
子

小

関

み

き

庄

司

京

子

杉

本

富

美

玉

村

和

子

沼　

沢　

由
美
子

山

田

陽

子

渡

部
　

幸

北
S
51

五
十
嵐　

悦　

子

鎌

田
　

英

神

尾

啓

子

佐　

藤　

ゆ
み
子

北
S
52

中

澤

小

枝

百　

崎　

恵
美
子

北
S
53

青

山

和

子

池　

田　

ひ
と
み

伊

藤
　

恵

叶

野

明

美

北

島

佳

奈

輿　

石　

ち
さ
と

小

林

由

美

佐

藤

弘

子

富

樫

美

代

三

浦
　

好

山　

崎　

あ
や
子

北
S
54

小

倉

映

子

斉

藤
　

雪

佐

々

春

美

佐

藤
　

立

鈴

木
　

茂

鈴

木

和

佳

北
S
55

押　

切　

い
づ
み

小　

松　

真
喜
子

成

沢

明

美

北
S
56

遠

藤

恵

子

大　

嶋　

久
美
子

小

柴

利

枝

小　

松　

ひ
ろ
み

斎

藤
　

幸

佐

藤

美

穂

竹

田

征

子

北
S
57

小

田

暢

子

金

丸

理

香

小

森

陽

子

坂

上
　

節

原

田

亜

紀

松

森

早

智

北
S
58

小

林
　

恵

長
谷
川　

夕　

香

匹

田
　

悦

北
S
59

佐

藤

美

香

本

間

英

子

北
S
60

上　

野　

恵
美
子

久
保
田　

悦　

子

佐

藤

祐

子

原

田

和

佳

山

濵

由

美

北
S
61

五
十
嵐　

和　

美

工

藤

ゆ

り

佐
々
木　

玲　

子

松

田

寛

子

北
S
62

菅

井

明

子

髙

橋

千

晶

北
S
63

岩　

浪　

眞
紀
子

川

上
　

恵

工

藤

裕

子

北
H
1

川

上

邦

子

栗

田
　

香

齋　

藤　

じ
ゅ
ん

林
　

陽

子

北
H
2

野

村

典

子

北
H
3

阿　

部　

み
ど
り

大

沼

賀

世

大

宮
　

希

小

林

朋

子

佐

藤

玲

子

北
H
4

五
十
嵐　

多　

恵

髙

橋

永

子

渡

部

直

子

北
H
6

國

井

美

佳

高

橋

瑞

保

田　

中　

加
奈
子

難

波

玲

子

堀

井

ゆ

き

北
H
7

小　

池　

芙
美
子

北
H
8

庄

司

志

希

北
H
10

薄　

葉　

由
里
子

小
野
寺　

智　

子

北
H
11

髙

橋
　

梓

北
H
12

佐
々
木　
　
　

望

佐

藤

真

美

三

谷
　

由

北
H
17

松

浦

志

保

北
H
18

松

田

千

佳

北
H
28

成

澤

英

里

北
H
29

岩

城

香

穂

牧
　

悦

子

北
R
3

齋

藤

百

葉

北
R
4

尾　

形　

日
菜
子

北
R
5

毛　

呂　

友
里
恵

〈
鶴
岡
南
高
校
〉

旧

職

員
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代表取締役社長兼総支配人

同窓会報への広告掲載について
　本会では、運営の安定化と恒常的な母校への支援を図るため、同窓
会報に『広告』の掲載を行っております。
※同窓会ホームページにもバナー広告として掲載します。
　広 告 料：22,000 円（税込）
　掲載規格：90×30mm・モノクロ　※バナー広告はカラー、リンク可

※詳細は、致道館高等学校同窓会事務局へご連絡ください。
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第
2
回
総
会
・
親
睦
会

致道館高等学校同窓会

令和7年7月5日（土)
総会 15：00／親睦会 16：00　グランド エル・サン

編

集

後

記

致
道
館
高
等
学
校
同
窓
会
報
も
第
二

号
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
号
の「
繋
ぐ
」

と
い
う
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
、
我
々
は

走
り
出
し
ま
し
た
。
七
月
五
日
に
行
わ

れ
た
総
会
・
親
睦
会
に
お
い
て
印
象
に

残
っ
た
の
は
校
歌
対
決
で
し
ょ
う
か
。

北
チ
ー
ム
は
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
に
合
わ

せ
「
光
あ
り
古
城
の
ほ
と
り
…
」
と

若
々
し
く
気
品
溌
溂
と
し
た
歌
声
が
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。
南
チ
ー
ム
は
「
山

河
の
姿
う
る
は
し
く
…
」
と
山
田
耕
作

作
曲
、
南
高
O
B
故
真
島
俊
夫
氏
の

編
曲
の
素
晴
ら
し
さ
…
お
じ
様
達
の
気

合
の
入
っ
た
合
唱
で
し
た
。
致
道
館
は

「
古
城
を
仰
ぐ
水
壕
の
傍
…
」
と
我
々

六
十
一
年
卒
が
誇
る
直
木
賞
作
家
、
佐

藤
賢
一
氏
の
作
詞
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
に
高
等
学
校
再
編
成

が
行
わ
れ
、
鶴
岡
高
等
学
校
の
南
校
舎

北
校
舎
と
な
っ
た
時
代
を
経
て
、
再
び

統
合
さ
れ
る
と
い
う
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
。

人
と
人
と
が
集
い
繋
が
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
た
新
し
い
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い

く
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
道
理
が

良
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

皆
様
も
ど
う
ぞ
一
年
に
一
度
の
総

会
・
親
睦
会
に
御
出
席
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
人
と
人
と

の
め
ぐ
り
合
わ
せ
、
繋
が
れ
て
い
く
ご

縁
。
も
し
か
し
た
ら
、
な
つ
か
し
い
初

恋
の
あ
の
人
に
再
会
で
き
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
よ
♡

松
田
香
織


